
HbA1cを抗原として作成された抗体を用いた測定法で、
HbA1cのみを選択的に測定することが可能です。

測定範囲は2.5％～16.5％です。

検体は全血、沈殿血球いずれも測定できます。

全血中のHbA1c 測定用試薬

N-アッセイ ニットーボー

LA HbA1c

相関性
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希釈系列 /10

N-アッセイ ニットーボーLA HbA1c
［測定原理］
ラテックス粒子表面に検体中のHbA1cを吸着させ、これに抗HbA1c抗体を反応させることでHbA1c濃度に応
じた特異的凝集が生じます。この凝集量に比例して測定系の吸光度が変化することから、既知濃度の標準品を用
いて作成した検量線をもとに検体中のHbA1c濃度を求めます。
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20

4.43

4.50

4.38

0.12

0.03

0.59

データ数

平 均 値

最 大 値

最 小 値

範   囲

標準偏差

変動係数

検体 A (%)

%

20

13.08

13.22

12.98

0.24

0.06

0.44

データ数

平 均 値

最 大 値

最 小 値

範   囲

標準偏差

変動係数

検体 B (%)

%

アスコルビン酸

ビリルビン F

ビリルビンC

乳び

イントラリポス

直線性

共存物質の影響

15.0
12.0
9.0
6.0
3.0
0.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

0 8 16 24 32 40

0 8 16 24 32 40

0 600 1200 1800 2400 3000

0 1 2 3 4 5

0 10 20 30 40 50

添加濃度 (％)

添加濃度 (FTU)

添加濃度 (mg/dL)

添加濃度 (mg/dL)

添加濃度 (mg/dL)

測
定
値（
％
)

測
定
値（
％
)

測
定
値（
％
)

測
定
値（
％
)

測
定
値（
％
)

『日立7180形自動分析装置にて測定』

緩衝剤

キット構成

マウス抗ヒトヘモグロビンA1c モノクローナル抗体
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問い合わせ先： ニットーボーメディカル株式会社
TEL.03-4582-5420  FAX.03-3238-4590
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